月惑星研究会関西支部通信　　No.51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００７年１月２１日
　２００７年最初の例会を行いました。参加は１１名でした。今回は直前に起こった木星の南熱帯霍乱の直後とあり、中身の濃い例会となりました。議題も多く、時間が足らないような状態でした。
出席者　奥田・畑中・風本・林・伊賀・大橋・小嶋・柚木・福井・瀧本・安達　　　　以上１１名
１　近況報告

奥田：　あたたかくなったら観測活動をしようと計画しているが、寒いのでまだ何もやっていない。
畑中：　柚木さんの画像を見ながら気流の状態を見ている。良い画像が写らないのはシーイングのようだ。主鏡を強制的に冷やすことをしてみたが、扱いにくくて困っている。ケーブルに熱が出たりする。扱いには制御回路が必要のようだ。マックノート彗星を昼間に見た。スカイセンサーは自動では入れてくれないけれども、工夫して何とか見ることができた。
風本：　昨年の秋から時間が取れるようになった。土星を中心に撮像している。もっと気流の良いところを探したいということで、宮古島に観測所を作ったが、まだ準備段階だ。年明けに木星を見たがアメーバ状態で、がっかりした。みんなと情報交換をしたい。

林　：　昨年から何もしていない。土星を少し見ているが、シーイングが悪く困っている。瀧本さんの画像が良いので、参っている。昨年末、柚木さんの観測所を見学に行った。年明けに風邪を引き、まだ治っていない。（鼻声で気の毒でした：ｂｙ　Ａ）通勤の途中に偶然に電車の中で薄出さんに会った。薄出さんのうわさをしきりにしました。（薄出さ～～ん。くしゃみ出た？）今、家のリフォームを考えている。（もう天文台はお持ちですから、柚木さんのようにはされないですよね。もしかしたら大天文台の計画でも・・）
伊賀：　病気が進行している。自力では歩けなくなった。１２月末で会社を退職して、パソコンでいろんなことをやっている。最近は、木星が面白くなってきた。今日は南熱帯かく乱を中心に話をしたい。パソコンは音声認識ソフトで何とか原稿執筆をがんばっているが、だんだん時間がかかるようになってきている。できるまでは続けるつもりだ。画像処理はまだできる。最近になってホーキング先生のことを知ったが、今年は無重力飛行に挑戦するとか、自分もがんばらなくてはと思っている。
大橋：　３年近くぶりにやってきた。職場復帰をして働くようになった。昨年は２回ほど１ｍの望遠鏡を見せていただいた。仕事に追われて、星を見ていない。仕事では、納豆騒ぎで、発注におおわらわだったが、あれが大うそだったとか。私は休んでいるけれども、会社は今頃どうなっているのだろう。

小嶋：　天文台から公民館に移って３年目になる。天文は休眠中になる。気象光学現象に興味を持って、それを中心に勉強している。（天文を忘れちゃだめですよ！）
柚木：　観測所ができた。口径が大きくなったら、気流が良くなると違いがあるようだ。今年は気流が悪いため、良い成果は上がっていない。２０ｃｍと２６cmとに違いがあるように感じている。まだ、口径の性能が出るような状態になっていないからなんともいえない。今、ウルトラプラネタリーカメラを考えている。年末に観測所の見学者があった。（柚木さんは、次々に新しいアイデアを出してがんばっておられます。すごいですね）
福井：　新しいマンションはベランダが広いので、大きな口径が置けるのじゃないかと思い、C１４を置いた。メインの架台は４階なので重いため移動はあきらめた。重さは２５ｋある。ミューロンは使っていないが、移動用にしようと思っている。１時間くらい前に早起きして観測しているが、気流は非常に悪い。近況報告で、福井さんはマックノートの動画を紹介された。（また、畑中さんから南半球での姿を見せていただいた。ウエスト彗星の大きいような姿で壮観だった。）

瀧本：　年末から体調を崩し、アレルギー性結膜炎になり、気流に恵まれず、PCも壊れ、血圧が高くなりドクターから制限がかかり散々な目にあっている。土星は気流が悪い。また天候も悪くさっぱり成果が上がっていない。カメラはバックアップ用にもう１台購入した。空の透明度が悪く、なんにもできない。
安達：　なんにもしていない。とうとう３ヶ月間一度も望遠鏡を覗かなかった。火星の大気の勉強をボツボツやっている。
２　木星の近況（伊賀）

（1）木星の近況
◎　南熱帯撹乱についての解説

　ファビオさんの２＝０°に見つかったものが南熱帯かく乱だ。１９８４年以来の現象だと思われる。

１月１１日サメの背びれのような形に観測された。ひれの上に白斑があるかもしれないが、はっきりしない。STBnが北によっている。明らかにSTBではなくなっていてかく乱の姿だ。自分としては循環気流があるように思われる。（堀川さんは、まだ決定できないといっておられるが）
　２＝２２０度のものは１月１０日に暗部が写っていた。これは、われわれのＨＰに報告されたものではなくアメリカのALPOにでていた画像からの情報だ。
◎　その他の状況

○　ＥＺsが濃化した状況が今も続いている。大白斑は現在も確認できる。
○　大赤斑は今までになくむき出し状態になっている。今までにない状況だ。

○　大赤斑の左下のＮＥＢにはホームＺが見えている。

（２）南熱帯かく乱について
大赤斑の前方にあったＳＴｒＺのｄａｒｋ　ｓｔｒｅａｋの暗部（２００６年９月）が南熱帯かく乱になったように思われる。ドリフトチャートから調べる位置が一致する。南熱帯かく乱の前端部は２系に対して前進するので、ドリフトチャートでは確認できることになるが、これからこの暗斑が移動するかしないかを確認しないと、南熱帯かく乱であるかどうかの最終的な判断はできないだろう。昨年の１０月から１１月にかけて、変化があったものと思われる。
＜これからの確認事項＞
・　ＳＥＢｓに大きな凹みができるかどうか
・　暗斑がＳＴＢにつながらないといけない。
ちなみに、１９７９年の暗部はもっと暗かった。また、前端部の白斑は今回は明るくない。今は暗くなってしまた後かもしれない。

・　経度方向に成長するか。

・　大赤斑との会合時に大赤斑の前方に、暗部が一気に出てくるかどうか。

ロジャース（ＢＡＡ）の指摘から
○　１９８８年に同じような静かな状態が起こった（ＳＥＢ）。このときの例を考えると、２００７年にはＳＥＢの淡化の始まる可能性がある。

○　暗部がＳＴＢのＢＡにどのようにつながるかを確認する必要があるだろう。

堀川さんの見解

　２２０度のものは別のかく乱かもしれないと指摘している。これが左側に広がれば第２次のかく乱と判断できるだろう。

惑星ガイドブックでの解説から
　南熱帯かく乱の学習をした。南熱帯かく乱は永続白斑とほぼ同じような自転周期を持っている。１９０１年から４０年にわたって、大規模なものが見られた（大南熱帯かく乱と呼ぶ）。当時は前端と後端部が暗く埋め尽くされていた。最初は暗柱から始まり、３／４周まで広がった。（８１ページに一覧表が掲載されている）

　自転周期の関係から２年位ごとに大赤斑を前端部が追い越していく。大赤斑と会合すると、大赤斑にぶつかることなくすり抜けたという記録がある。すなわち、ぶつかるとすぐに前方に出てきて、一時的に経度方向に長くなるようだ。７回のうち６回まで同じようなことが観測された。大赤斑の南側を暗部が加速されて通過した。

　惑星ガイドブックにより、各回のかく乱の紹介をおこなった。

○　ロジャースの定義を確認した。

１　発生時は小さい

２　ＧＲＳの前部で発生

３　発生初期のかく乱は暗いＳＴＢとＳＥＢが引き込まれている。

４　前後にくぼみがある。
５　初期のドリフトは永続白斑に近い。一月に１６度くらい

６　ＳＥＢかく乱の前段階としてできる。

追加：　循環気流が生まれないといけない
（2）Donald C. Parkder氏の「惑星イメージの処理の仕方」の日本語訳解説

Sky & Telescope 2007年1月号。


RegiStax4を使った画像処理のやり方であるが、我々が知らない奥義を公開してくれている。

　プリント（翻訳版）を配布して解説

　○参照フレームを選ぶ　→　　平均的なものを選ぶと良いものができる
　○自転による偽物をなくすために撮像時間帯の中央付近のものを選んでいる。ローカルコントラストを使うとよい。

　○フラットフィールドはモノクロでないと効果がない。

　○８００から９００くらいのスタックがよい。
　○１６ｂｉｔのＴｉｆｆファイルにして保存すると、何回でも処理ができる。

　○衛星の本体と、本体は別処理をして合成する。
　○中央の周波数を１２００に上げたほうがよいとあるが、やってみると効果はあまりないようだ。
　○Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒａｓｔは使わずにＧａｍｍａ　ａｎｄ　Ｈｉｓｔｇｒａｍを使うほうが良い。
　○最大エントロピーで処理をする。

（3）RegiStax4の勉強会
　　伊賀さんが実演をして、みんなで勉強しました。
３　土星の近況（柚木）

　２００３年から２００７年の画像を並べてみた。

　南極環は２００６年には暗かったが、２００７年になって赤くなって戻ってきたように思われる。

　Ｒ画像で見ると白く抜けたような写り方をしている。また、極点付近がやや明るくなっている。ＩＲでも明るくなっている。

　白斑は、目立ったものが今シーズンはまだ見られていない。

＜質疑＞

　南極点は見えているのかどうか。Ｒ・ＩＲで撮影すると白くなるのは、真の南極点ではなく、そのわずか周囲の部分が白くなっているだけかもしれない。極点は暗い斑点になっている可能性もあるが、この緯度でははっきりしないという結論になった。
４　火星

　２００７年シーズンの火星の状況を紹介した。

（１）　視直径

　視直径が４秒のときが非常に長く、なかなか大きくならない、年末の１２月２５日（クリスマス）に衝となり、１５秒程度になる。

（２）　極冠

　シーズンの初めは南極冠が見えているが、だんだん縮小してくる様子が観測できる。衝のころは、北極冠が形成されているが、北極付近は北極雲に覆われていて、極冠の姿はまだ見ることができないだろう。しかし、北極地方は雲に覆われて白く明るく見ることができるだろう。また、この白雲の周囲には暗い暗帯が見え、赤道付近の暗部と２条に見える。

（３）　ダストストーム

　１０月ごろから年内はダストストームのよく発生する時期にあたる。衝の前に当たるため、観測には良い条件となる。ただし、今年のように気流が悪いとどうしようもないが。

（４）　観測の開始は

　ヘフナーさんから最初の観測報告を受け取った。気流が悪く、様子は良く分からない。本来ならば、南極冠が見えている時期に相当するが、残念ながら判別できなかった。

５　2007年木星会議の進行状況説明と内容について（安達）

　主催　月惑星研究会

　共催　多賀町教育委員会
　後援　東亜天文学会

　お世話団体　天究館星の会

　木星会議交渉窓口　月惑星研究会関西支部　安達　誠

　日　程　　　◎2007年11月17日（土）から18日（日）

　ところ　　　◎滋賀県犬上郡多賀町

　　　　　　　◎ダイニック・アストロパーク・天究館

　特別講演は海部先生に決定できた。多賀町教育委員会からも講演料がいただけることに成った。太陽系の惑星についての講演をいただけることになった。

　費用は、宿泊費・懇親会費・食費などいっさいがっさい含めて一人８０００円で行える。ただし、細部を詰めると数百円高くなることもありうるが、今のところ８０００円で収めたい。

　会議の内容の最案は４月例会で決定したい。

６　参加者からの持ち寄り話題発表

（１）　柚木天文台

　　新しい観測所の紹介をしていただいた。スライディングルーフの白い小屋になった。屋根にソーラー換気扇にをつけた。（なぜか北の斜面に？？）側壁の換気扇は温度設定しておけば自動的に排気してくれるようにしている。レールはなく、机のスライド式引き出しのレールのような構造になっている。片方を開けると両方が開くつくりにいつの間にかなっていた！

　鏡筒は斜鏡を小さくしようと考えている。セルを後方に出すしか方法がなさそうだ。スパイダーも６ｍｍ厚ほどあって、強烈に太い。鏡はアンダーになっている（球面）が、なぜかきれいに見えるので、当面はこのまま使おうと考えている。（精度にうるさい柚木さんがあきれておられました。球面なのになぜかよく見える？？ｂｙ：Ａ）
　アルティメットプラネタリーカメラ（ラザロッティーに負けへん！）を考えている。望遠鏡型のカメラだと考えていただければよい。直焦点の位置にカメラを固定するもの。シュミットカメラの親類みたいなもの。

　光軸の調整を完全にするのがみそになるだろう。

７　その他

（１）　関西支部のサーバー機

　　　現在サーバーには５Ｇくらいの容量が保存されている。これからは池村さんにおねがいするか、阿久津さんにお願いしなければならないことになるだろう。今わずらっている病気がはっきりしたときに、池村さんと安達と私の３人で話し合った。池村さんは代わりがいつでもできるようにしたいといっておられました。（現在、準備はできているということです）また、北海道の阿久津さんが、ご自身の職場におくことも可能だといってくださっています。今、どちらがいいか迷っています。池村さんの仕事量が増えないようにしなければ、ＨＰにアップしていただくのは池村さんのままになりますから、まずいのじないかと思います。（万が一のためにも分散しておくことも大切だと思います：ｂｙ　Ａ）
　　　この問題については、伊賀さんと池村さんと阿久津さんと安達で話し合って決めるということで、例会の参加者全員の承諾を得ました。

（２）　関西支部のメーリングリスト

　　これについても上記のＨＰと同じように、話し合って決めることで了解を得ました。プロバイダーとの契約では年間２万円くらい出費がいりますが、これは会費では厳しいものがあり、どうしたらいいか考えています。

（３）　次回の例会

　　４月１５日（日）に決まりました。

（４）　会計から（福井）

　　会費納入状況の一覧表の提示がありました。未納の方は早めに送ってください。

　　サーバー機を買うとなると５万円くらいはかかるとか。皆さんのご協力をお願いいたします。
